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96 総合都市研究第 77号 2002
ろその辺がはやって、アルタイの道とかそういう
シミュレーションのモデルというのがあって、そ
ういう形でグローパルにエネルギーとか人口量と
か、環境とか、そういうもので持続可能なシステ
ムを考えていきたいという、そういうイメージが
ものすごく強かったもので、このお話を受けたと
きに、「ううん、何でこの話が持続可能性なん
だ」と、全然わからなくて、きょうも余りよくわ
かつてないところがあるんですが。社会学からい
いますと、持続可能性という言葉はまず、使ってな
いと思います。第3世界の都市をやってる人は、
その辺はちょっと詳しくないんですが、持続可能
性という言葉は、サステナビリティーという言葉
は使ってないと思います。それが、私のきょう報
告するのに困った第2点でして、それで無理やり
ソーシャル・サステナビリティーというのをつ
くったんです。さっきも言いましたように、高見
さんが言われたように、それはもう既にあるんだ
というのをきょう初めて知りました。そういう見
方をしても間違いではないのかなという気もした
わけです。
つい先ほどおっしゃられた何のためか、だれの
ためかというのは、ものすごく重要なことだと思
います。ですけど、それは人間だと言われました
けれども、人間というのは一塊でない、いろいろ
いるわけです。さっきは階層という形で振り分け
ましたけれども、そういう面で言えば、一般の人
たちにとってのサステナビリティー、持続可能性
が、さっき挙げたホームレスとかそういう人たち
にとっては好ましいとは限らないわけですね。端
的な例は、いわゆる公園をきれいにすれば普通の
人にとってはいいんだけれども、ホームレスに
とってはそれは住居がなくなることですから大問
題だということですね。気をつけなくてはいけな
いのは、往々にして我々というのは、ミドルクラ
スに大抵基づきますので、その価値観で推し測っ
てしまうというと、それが私は研究をやっていく
ときに常に反省しておかないと、だれのためにが
一部の人というかある種のミドルクラスだけのた
めになる可能性が、非常に高いということを感じ
ています。答えになったかどうかわかりません
が、そのぐらいでよろしいでしょうか。
それから、制御できる地域単位でしたつけ。こ
れも社会学の範囲からいうと、あまりに世の中を
コントロールしようという場面ではないので。
司会:玉川 コントロールそのものは意識されな
いのはわかりますけれども、なにかまとまりとい
うのはイメージとして持たれているところはある
んでしょうか。
園都 それは問題が違って、例えば介護だ、ったら
介護の、ある種の最適なグループもあるわけです
ね、 NPOつくるときやNGOつくるときの、あま
り遠くまで介護に行くというのはないことですか
ら、遠くまで・・・・わかりませんけれども、そ
れぞれの問題によって範囲はあることは確かです
けれども、一概に 1つの地域帯があるかと言われ
れば、あるとしたら自治体かなと。
司会ー玉川 どうもありがとうごさやいました。ク
ロザーの丸山先生、よろしくお願いします。
丸山 経済の分野では、持続性と言えば持続的な
開発です。サステナブル・ディベロップメントと
いうフレーズの中で使われていて、結局それは環
境と開発をいかに調和させる事ができるかという
問題に帰着すると思うんです。きょうの私の話の
中の定義といいますか考え方でいけば、経済の成
長を環境容量の範囲内にとどめること、それがサ
ステナビリティーであるというふうに、抽象的に
は言えると思います。
ただ、環境容量に合わせて経済成長をコント
ロールするということは、今の経済の規模を小さ
く、 2分の lにする、っき詰めて言えば物質の使
用量を、資源消費量を2分の 1にするということ
ですから、そうなると、だれのためということ
で、わたしたちの生活の水準を2分の lに下げな
ければいけないのだろうかという問題になるかも
しれないけれども、そういうふうに持っていく以
外に考え方がないかというのが、私が実は言いた
かったことなんですね。
つまり、物の利用は2分の lにするけれども、
だけど満足度、豊かさは極端に言えば倍になる経
済があってもいいんじゃないかという、そういう
可能性としての経済システム、そういうことを考
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えた方がいいのであって、そのための目安として
今まで、は規模の経済でかなり大掛かりなマーケッ
トをつくって、その中に参入することばかりを考
えてたけれども、そうではなくてローカルなマー
ケットをもう一度活性化させたり、あるいはマー
ケットに依存しないような地域の人間関係の中で
生活のある部分をそこに依存させるとか、そうい
う形で経済の規模を小さくしながら暮らしの豊か
さを追求するということが、おそらくは持続可能
性の中身になるだろうというようなことを考えて
おります。
それで、地域の規模の問題なんですが、私は今
まで比較的農村とか中山間地域とか漁村とか見て
回ったんですが、数少ない事例ではありますが、
日常生活でお互いに接触し合える範囲というのは
非常に小さいなというふうに思います。おそら
く、 500人とか1，000人ぐらいの地区が生活の基本
になっていっている。たとえば、去年、おととし
と新潟県の大和町の地域調査に行ったんですが、
ここの人口が 1万2，000人あってその中の地区が
4つに分かれているので、 1つの地区が3，000人
前後。大和町の住民の意識調査をすると、町と地
区のどっちに愛着を感じるかという質問をする
と、大体地区の方が愛着度が高いですね。町全体
に対する愛着度の方が少し低くなっているという
ような結果が出ているので、文化的というのか、
一番生活に密着したところでの地域の範囲という
のは、おそらくかなり狭いものになるだろうとい
うふうに、印象ですけれども思っています。
逆に、経済的な生活でどの程度の地域が必要か
ということになると、大和町の場合はどうしても
六日町とか、ほかのもう少し大きな都市がないと
生活が円滑に行われないという感じになっていま
すから、そういう意味では30万とか50万とか、か
なりまとまった地域を考えないと衣・食・住を包
み込むような経済のまとまりというのは、残念な
がら出てこないのではないかなというふうに。残
念かそうではなくてむしろそうなんだということ
かもしれないですけれども、ある程度はやはり数
十万程度のまとまりがないと、経済単位としては
地域で完結しないなという印象を持っておりま
す。
司会 玉川 どうもありがとうございました。ほ
かにいろいろな意見もあろうかと思うんですが、
大分時間も過ぎてしまいました。非常に司会が不
手際で申しわけございません。
ごらんのように、今までいろいろ研究会でご発
表いただいたり、あるいは「総合都市研究」にお
書きいただいた方の議論を横断的につなげてみよ
うという試みだ、ったんですが、なかなかそこまで
はいかなかったと思いますけれども、一応議論の
一端を都市研究所のプロジェクトのファイナル・
ミーティングとしてお示し申し上げたということ
だと思います。
きょうは、本当に長時間にわたりまして、パネ
リストの皆様、それからMarcotullioさん、それか
ら会場の皆さん、どうもありがとうございまし
た。
(了)
